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◆◇行事から学習へ転化◇◆   

  先月の旅行や宿泊の行事から、生徒たちはたくさんのことを学びました。宿泊研修を行った 1 年生は、

「集団生活での規律の大切さや奉仕の精神」「自分の役割への責任感と協力するこ

との大切さ」。バス旅行の 2 年生は「班活動で互いの良さを認め合い支え合うこと」

「積極的な学びと社会的なマナーの大切さ」。そして３年生は、「規律・相互理解・公

衆道徳・健康安全等について自主的・自律的に実践すること」を学んだと思います。 

それぞれの学年の実行委員の生徒は、「この体験を今後の学校生活に生かした

い。」と語っていました。行事で体得した「自分勝手な行動をしない」という態度は、

授業での学習規律に表れてくることと思います。お互いを理解して育んだ友情は、

授業で認め合い学び合う態度に表れ、授業の質を高めることでしょう。実際に授業

を参観してみると、向上のある授業が多く見受けられ、先日の全校集会では 3 年生

の授業態度をほめました。今後、多くのクラスで「行事から学習への転化」ができる

ことを期待しています。                                        【2 年生壁新聞】 

  【1 年社会 学び合う学習】      【２年国語 助言を得て創作】    【3 年数学 明確なめあてのもと】 

 

◆◇JRC結団式・生徒総会◇◆ 
６月６日（木）、日本赤十字社佐賀県支部から秋山芳美先生を講

師としてお迎えして、青少年赤十字（JRC）の結団式を行いました。 

北茂安中学校は JRC に加盟して 14 年目ということ、JRC のマー

クの意味すること、JRC 活動で身に付けたい３つの力（命と健康を

大切にする力、社会的に弱い立場の人の手助けができる力、世界

が抱える問題に関心をもつ力）について丁寧に教えていただきまし

た。「気づき・考え・実行する」態度の伸長を生徒会活動の軸に

すえて、頑張ってくれることを期待しています。 

その後の生徒総会では、生徒会長の話に続き、上半期（１～６

月）の活動報告と決算報告、下半期（７～１２月）の活動方針提案と

予算案提案がなされ熱心な討議が行われました。また、第 5 号議

案として、「体育大会や文化発表会で取り入れたい取組」について

も議論が行われ、自分たちの生徒会活動であるという自覚が感じら

れました。多くの生徒が手を挙げて、質問や提案を行い、それに対

する生徒会執行部の対応もきちんとしていました。 

会の終わりの講評では、教頭から「とてもいい提案や質問がたく

さんありました。そして役員の生徒が答弁の際に、『ご質問ありがとうございました。』と言えていたのが良か

ったです。また、総務委員会の『みんなと話そうプロジェクト』という企画は素晴らしい。いろんな人の話を聞

き、自分の考えを伝えることは、とても重要なことです。ぜひ成功させてください」という話を行いました。 



◆◇全校集会の話から◇◆ 
5 月 21 日（火）の全

校集会では、HONDA

の創始者である本田宗

一郎氏と副社長藤沢武

夫氏との関係などを示

し、「異質のパートナ

ーを大切にする」とい

う話をしました。自分と

全然違う性格の人間からは、学ぶべきことがたくさんある

ので、排除するのではなく、そういう人とこそ、お互いに刺

激しあって良いところを学んでほしいと思います。 
また、韓国のフィギュ

アスケートの元メダリスト

金妍児選手がスケート

をやめるとき、「浅田真

央選手がいたからこそ、

ライバルと意識して頑張

れた。彼女がいなけれ

ば、数々のメダルはとれ

なかった」と話したことや、スピードスケートの小平奈緒選

手と李相花選手の関係をあげ、「良きライバルをもつこ

との大切さ」を考えてもらいました。 
6 月 5 日（水）の全校

集会では、「先手必勝」

という言葉があるが、そ

れは真実だろうかという

問いかけをしました。ある年のサッカーワールドカップでは、先に点を取ったチ

ームの７４％が勝利していたことなどを例に挙げ、生活や学習や部活動でも

「自ら積極的に動いて、良いリズムを作る」ことの大切さを話しました。また、

「平常心」の真の意味についても考え、「普段から本番を想定して、同じ気持

ちで練習すること」が、究極の先手必勝であると説きました。 

◇◆バナナが届きました。◆◇ 

6 月 5 日（水）に、ふるさと振興協会（町総務課）から、生徒一人ひとりにバ

ナナの贈り物がありました。この「神バナナ」は、完全無農薬栽培で皮ごと食

べられるとのことです。黒い斑点が出たころが食べごろで、糖度２５度とのこと。

私も皮ごと食べてみましたが、大変おいしかったです。安心で安全な食品に

より健康（健幸）長寿をめざす、みやき町の特産品として、今後はいろんな場

所に並ぶことでしょう。 

ふるさと振興協会の皆様、どうもありがとうございました。 

◇◆梅雨の季節が近くなりました。◆◇ 

 九州北部の梅雨入り宣言はまだのようですが、校内の紫陽花は、

梅雨の時期を知らせています。手洗いを励行して衛生的な生活を

送ることを心がけたいものです。また、昨年の豪雨で崩れていた温

水溜池の西側斜面が、おかげさまできれいに整備されました。安心

安全の取組に感謝申し上げます。 

◆◇今後の予定◇◆ 

10 日（月）3 年高校説明会 

12 日（水）学校評議員会 

13 日（木）内科検診 2 年マナー講座 

14 日（金）内科検診 

16 日（日）県下一斉部活動休養日 

17 日（月）学年集会 

19 日（水）～21 日（金）期末テスト 

19 日（水）生徒会集会   20 日（木）避難訓練 

21 日（金）選手推戴式 

22 日（土）～23 日（日）通信陸上大会 

◆ALTのギフティ・アフェキ先生から◆ 

今年から英語の授業で支援をしていただいてい

る ALT の先生です。毎日積極的に生徒に関わっ

てもらっています。メッセージをいただきましたので

掲載します。 

My name is Gifty Afeke. I’m from Ghana in West 

Africa. I’m an ALT and I live in Kurume. It’s been 

one year since I came to Japan. I like to travel for 

experience and for sightseeing. I enjoy being in 

Japan because of the wonderful culture of the 

people and the beautiful natural environment. I’m 

looking forward to living here for a long time. 

「私の名前は、ギフティ・アフェキです。西アフリ

カのガーナ出身です。私は英語指導助手で、久留

米に住んでいます。日本に来てから 1 年になりま

す。私は体験や観光のための旅行が好きです。

人々のもつ素晴ら 

しい文化や、美し 

い自然環境があ 

るため、日本での 

滞在を楽しんでい 

ます。私は、長く 

こちらにいられるこ 

とを楽しみにしています。」 



 


